
授　業 【 G 】 区 分

【 H 】

科目名 【 I 】

科目区分

授業形態

サブ
タイトル

担当者

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

フィードバック

方法

開講年次
選 択 必 修

【 I 】2 【 I 】2+2

科目コード　A010-3-Y・A010-4-Y    (科目一覧番号：57・58)

・探究活動中でのアドバイス、成果資料等に対するコメント

評価基準

プレゼンテーション

評価方法 ・発表の内容や態度(60％)、探究活動への参加状況(40％)

・自ら探究活動を推進させ、自分事として課題解決に取り組んでいる姿が良好なものは「Ｓ」または「Ａ」、不足のあるものはその程度により
「Ｂ」または「Ｃ」とする。授業への参加状況や探究活動が著しく不十分な者は「Ｄ」または「Ｅ」、判定不能な者は「Ｆ」とする。

他科目との
関連性

・特になし

教科書

DP（ディプロマ・ポリシー）④ －　（当てはまらない）

模擬授業 ＰＢＬ その他

履修条件 ・高校時に培った「探究の力」をベースとします。

DP（ディプロマ・ポリシー）① －　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）② ◎　（よく当てはまる）

アクティブ
ラーニング
の方法

事前学習型 反転授業 調査学習 フィールドワーク

双方向アンケート グループワーク

ディプロマ・
ポリシーとの

関連性 DP（ディプロマ・ポリシー）③ ◎　（よく当てはまる）

担当形態 単　独

参考書

・特になし

・中学校社会科教科書(地理・歴史・公民の三分野すべて)

施行規則に定める科目区分又は事項等

もう一度、総合的な探究の時間 後藤　雅彦

授業概要

【
概
要
】

・中高校と「総合的な学習の時間」を受けて来た。特に、直近の高校時の探究活動はどうだったのだろう。いま、大学生という卒業し
たら「社会に出る」立場となって、改めて現実的に自らの進路を見つめ直したら、地域社会の出来事の中から自らにかかる課題は再設
定できないだろうか。その課題解決のために「もう一度、総合的な探究の時間」に取り組んでみたい。

【
到
達
目
標
】

基本科目

対面開講

・地域社会の出来事(社会的事象)の中から、自らにかかる課題を設定し、追究していくことができる。
・成果の発表、議論を通して、互いに自らの進路方向を再考していくことができる。

対話・議論型授業

教養演習Ⅰ・Ⅱ　Ｆ 【 G 】２ 【 Ｇ 】2+2

教養演習Ⅰ・Ⅱ　Ｆ 【 Ｈ 】２ 【 Ｈ 】2+2

ロールプレイ

教養演習Ⅰ・Ⅱ　Ｆ

単位数



授　業 【 G 】 区 分

【 H 】

科目名 【 I 】

単位数開講年次

【 I 】2 【 I 】2+2
選 択 必 修

科目コード　A010-3-Y・A010-4-Y    (科目一覧番号：57・58)

授業内容

・高校時の探究活動を振り返る。(練り直し、自らの課題を見つめる)
・大学四年間を見通し、その進路選択において再考すべき自らの課題を探す。
・探究計画に沿って、明らかにしようとする画題解決の見通しを発表する。
・探究活動に取り組み、その成果をブレゼン(パワーポイント)に残す。
・発表、質疑の中から、成果と今後の課題を振り返る。
・探究活動の意義と自らの進路選択を再考し、レポートにまとめる。
〈アクティブラーニング〉
・高校時からの未完あるいは補完する探究活動をめざします。主体的な学修態度が前提になります。

予習内容 ・探究の調査進捗の程度に応じて、予習は90分程度を目安にしてください。

復習内容 ・探究の発表準備の程度に応じて、復習は90分程度を目安にしてください。

その他
・特になし

※G・H・Iｶﾘ：【Ⅰは選択必修（Ａ）・Ⅱは選択必修（Ｂ）】 

教養演習Ⅰ・Ⅱ　Ｆ 【 G 】２ 【 Ｇ 】2+2

教養演習Ⅰ・Ⅱ　Ｆ 【 Ｈ 】２ 【 Ｈ 】2+2

教養演習Ⅰ・Ⅱ　Ｆ


